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ると、ラムの尻肉に薄い衣を着けて油で焼き、タ

マネギの炒めたものを乗せて改めてオーブンで

焼いたような感じだ。不味くはなかったものの、

もう一度食べてみたいとは思わない。 

この日は土曜日だったせいか、食事に立ち

寄る客や、脇を通りすぎる人が前日などより多い。

しかしそれでも雑踏などとはほど遠い状態なので、寛いで食事できることに変わりはなかった。む

しろ西瓜に振りかけた塩が甘味を引き立てるように、長閑さをより実感できたかもしれない。１時

間以上掛けて食事を堪能し、最後にコーヒーで締める。 

勘定はムール貝４.５Lv(２４７円)、アンチョビー５.５Lv(３０２円)、ガーリックトースト０.５Lv(２７円)、

ランプステーキ９.９Lv(５４４円)、赤ワイン１４Lv(７６９円)。サービス料が１０％加算されたが、三日

連続できて、何となく親しみを感じていたので、心中で別れを告げながら、１０Lv(５４９円)チップ

を置いた。ちょうど客が途切れていたこともあったのか、勘定が済むとオヤジはノートを持って席

に来ると、日本語の接客用語を何か教えてくれと云う。ごく基本的なのであれば知っているだろ

うから、「ドウゾ、ゴユックリ。」を怪しげな英語解説と共に伝えた。 

 

宿へ戻ってしばし午睡を取った後、明日行こうと思っているヴァルナに備えるためフロントへ

降りた。まず英文ガイドで目星を付けた宿の予約を頼み、これはブルガスと異なり最初のところで

あっさり決まった。ネセバルのような観光地ではないため、逆にシーズンオフ休業もないようだ。 

次にバスの乗り場を訊いた。旧市街外れが始発点であることは一昨日確認したが、ブルガス

からのバスがこのすぐそばで停車したように、ヴァルナ行きも付近に停留所があるはずだ。ところ

が思わぬ答えが返ってきた。ヴァルナ直行バスはシーズン中のみの運行で、今の時期はサニー

ビーチで乗り換えなければならない。 

始発点ではないバス停で待つのも不安が多く嫌だったのに、乗り換えが必要と聞いてタク

シー利用を考える。おおよその料金を尋ねると、タクシー会社に電話して１００Lv(５,４９２円)くら

いと教えてくれた。これならば快適さや安心感から支払う価値は充分あるし、「取材」と云う意味

でも利用してみたい。 

 

５．ヴァルナ(Варна) 
タクシー 

１１月６日は曇天であったものの、取り敢えず

降りそうな様子はなかった。１０時にチェックアウト

し、３泊の料金１８０Lv(９,８８５円)をカードで支払

う。次いでタクシーを呼んで貰った。５分ぐらいで

来ると云われる。 

しかし実際には２０分近く待たされる。ようやく

ホテルのバスマット。 

ヴァルナまで利用したタクシー。車はダチア・ダスター。 
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ホテル前に停車した黄色いダチアから、５０歳くらいの実直そうな

オヤジがロビーに入ってきた。片言の英語で遅くなっ

た詫びを云い、次いで思いがけない、「ガールフレンド

をヴァルナまで同乗させて良いだろうか？」との要望

が口をつく。 

あまりの想定外に、ほとんど思考が停止したまま同

意してしまった。ともかくキャリーカートを引っ張り車ま

で行き、荷物をハッチバックの後部に収める。助手席

には既にガールフレンドが坐っていた。三人を乗せた

車はヴァルナへ向けて出発する。 

小型の四人乗り乗用車だが、新しい車内は快適だ。

運転席の背もたれ後ろポケットにタクシーの行燈が

突っ込んである。白タクではないとしても法人タクシー

ではない。ホテルが呼ぶにしては奇異に感じた。 

運転手は話し好きなのか、客に対するサービスと

心得ているのか判

らなかったが、カ

タコト英語を意に

介さず良く喋る。

名刺をくれて、この番号で呼び出せばすぐに駆け付けるそうだ。

三つ番号が印刷されていて、「自分は携帯電話を三つ持って

いる。」と嬉しそうに話すが、何でそんな台数を持つことが必要

なのか理解できない。 

助手席の彼女はほとんど黙りこくっているが、後部座席から

だと前方の視界を遮られるので鬱陶しい。そもそもバスよりタク

シーを選んだ理由の一つに、走行中に撮影がしやすいと思っ

たこともある。正反対の状況が馬鹿々々しく思え、同乗すること

を承諾する条件として、「撮影したいから私が助手席に坐る。」

ことを云えば良かったのかなど漠然と考える。 

ところがそんなアイディアを実現する機会が訪れた。ヴァルナ

への道半ばで運転手が、「この先のドライブインではヨーグルトを

自家生産していて、質の良いものを食べられる。寄っていかない

か？」と提案したのだ。本格的なブルガリアヨーグルトを試せるの

は望むところだし、これを利用して席替えできるのも良い。 

数百メートル行った道端に、木造で築５０年以上は建って

いそうな平屋があった。前がちょっとした駐車場になっている。 

 

ダチア 

ルーマニアの自動車メーカー。社会主義時代に

設立され、当初はルノーの乗用車をノックダウンして

いた。 

現在はルノーの子会社となっている。低価格を武

器にルーマニアを含む東欧諸国や、フランス、ドイ

ツ、スペインなどで販売されている。現在発売されて

いるダチア・ダスターには日産・Bプラットフォームを

使用。 

タクシーの車内。 

上：手造りヨーグルト。下：運転手とガールフレンド。 
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運転手に導かれて店内へ入る。彼は顔馴染みらしく、打ち解け

た挨拶をして、ヨーグルトを三つ頼む。これにコーヒー一杯を追加

し、空いているテーブル席に坐った。しばらくして運ばれてきた

ヨーグルトは、透明で何も印刷されていないプラスチック容器に入

り、量は（レシートによれば）５００ccとたっぷりだ。 

日頃は食べないヨーグルトなので、評価したり日本のものと比

較することは難しいものの、何となく美味かったような気がする。 

１０分ほどの休憩、そして彼女がトイレを使ったりしてからドライ

ブインを離れる。運転手は奢るつもりでいたらしいが、勘定はこち

らで払う。ヨーグルト３つが９Lv(４９４円)、コーヒー０.６Lv(３３円)、

ポーションミルク０.２Lv(１１円)だった。再出発時には目論見通り助

手席に坐ることができた。 

この時走ったE87号線は国際道

路の一部で、ウクライナのオデッサ

からコンスタンツァ（ルーマニア）、

ヴァルナ（ブルガリア）、ブルガス（ブ

ルガリア）を経由しアンタルヤ（トル

コ）へ至る壮大なルートだ。 

自動車専用道路ではないものの、

基本的に歩行者などいないし、道

幅に余裕があり、見通しがよい上に

交通量が少ないから、高速道路並

みの走行が可能だ。郊外では８０キ

ロの制限速度標識を見るけれど、

時速１００キロ以上で走っていること

が多かった。 

道標からヴァルナが近いことが

判る。今日泊まる宿の名前、City Mark と電話番号は予めメモ用紙に書き写しておいた。これを運

転手に渡す。彼は三台中のどれかを取り出し、片手でハンドルを操作しながらダイアルした。 

ヴァルナは市街地の南側に河口（湾口）があり、これが狭まって１３０メートルほどになった部分

を海面から約２０メートル上に架けられた橋で渡る。間もなく鉄道を跨線橋で渡ると市街地だ。さら

に１キロほど行くと左手に聖母被昇天大聖堂が見える。この辺りが街の臍ともいえそうなところだ。 

大聖堂を通り過ぎて数百メートルで左折する。しかしすぐに道端に停車した。電話の説明と周囲

の状況が一致しないらしい。再度電話してから運転手は、「いつも女の道案内はこれだ。右折と左

折を逆に云うんだから。」とぼやくのだった。この後もすんなり辿り着くことはできなかったものの、料

金は定額だし、荷物を引っ張ってうろうろするのと違うから、迷走を楽しむような余裕さえあった。 

ドライブインの壁に飾られた鹿の角と古い猟銃。 

Ｅ８７号線の道路状況。 
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最後は宿のオヤジが表へ出て手を振

り合図してくれる。判りにくさの原因はシ

ティマークの立地だ。車輌が入れないネ

ザヴィシモスト広場に面し、徒歩で行く分

には判りやすいところなのに、車だと袋小

路のどん詰まりまで行かなければならず、

進入を躊躇するような道路の雰囲気だっ

た。 

ともかく無事着くことができ、１００Lv 

(５,４９２円)の料金に５Lv(２７５円)をチップ

として足す。不要だろうとも思ったが、チッ

プ相場である５％が２７５円は実感として

すごく安い。 

 

アルメニア料理 

運転手達に別れを告げホテルに入っ

た。下見させて貰ったのは４階で広場を見

おろす、シンプルだが快適な部屋だった。

各階に４部屋のこぢんまりした宿だけれど

エレベーターもある。これで一泊６０Lv 

(３,２９５円)、ならば申し分ないと思った。 

部屋に落ち着き室内を撮影したりして

一息つくと１２時半を回っていた。英ガイド

を開き、お奨め食事処の中で特にお奨め

マークが付いているプリ・モナヒナイトを目標とする。同じガイドの地図で、宿からの順路を頭に入れ食

事に出かけた。 

プリ・モナヒナイトを探しながら、途中で何度か英ガイドを取り出し、地図と現地を照合しながら注

意深く行った。しかし該当する位置にレストランを発見できず、まさかと思いながら先へ進むと、ヴァ

ルナ駅前に出てしまった。他に食指の動

くような店もなかったので、しつこいようだ

が同じ道を引き返して探し直す。 

良く見れば営業こそしていないものの、

レストランかもしれないような建物はあっ

た。看板もあるのだがキリル文字ばかりで

とりつく島がない。明日に再訪することに

して、今は他の店を探すことにした。 

シティマークの部屋と窓からの景観。 

ネザーヴィシマスティ広場から見たシティマーク。ハーフミラーの窓で、下部が少し

開いている部屋に泊まった。 
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意に染まる食堂が見付からないまま、

ネザヴィシモスト広場近くまで戻ってしまっ

た。先ほど歩いたときは逆向きだったので

気付かなかった、アルメニア料理店の案

内看板が電柱に縛り付けてある。 

料理と店内の写真があり、これに食指

が反応した。しかしアルメニアがどこなの

か、どんな料理を供するのかさっぱり判ら

ない。それでも成り行き任せで試し

てみる気になった。 

執筆に当たりアルメニアを調べ

ると、黒海とカスピ海に挟まれた地

域（ただし海には接していない）で、

西アジアと云うことらしい。この国の

出身者で日本人に一番馴染みがあ

るのは、「剣の舞」作曲者、アラム・

ハチャトゥリアンだろう。 

閑話休題。看板には矢印があり、

５０メートルと書いてある。それに従

い行くと、曲がり角に同じような看板

があり、今度は３０メートルになった。導かれるまま無事にレストラン・アルメニアに辿り着く。 

時刻は既に２時近かったので、閑散とした店内にカップルが一組いるだけだ。食後なのかある

いは喫茶に立ち寄ったのか、カップだけを前に置いて話をしていた。 

奥のテーブルに席を占めると、女将風の女性が英文お品書きを差し出した。サラダ類のトップ

にアルメニアサラダがある。素材は牛タン、ジャガイモ、タマネギ、ホワイトソースで無難だし、「アル

メニア」に表敬してこれを選ぶ。メインはバーベキュー類が７種

類あった中から、マトン（の胸肉）にした。アルメニアとかブルガ

リアならば何となくマトンが美味そうだ。 

ワインは値段をみてサイクルの赤にした。アルメニア産では

なくブルガリアのものだ。ラベルには自転車に乗った肥大漢の

絵が描いてあり、ピノ・ノワールの表示もあった。 

ワインとサラダで食事を開始する。サラダは癖もなく食べや

すく、ワインもごく無難なものだった。２０分ほど遅れてマトンの

バーベキューが運ばれてくる、一つが５０㌘ぐらいありそうな肉

塊を串刺しにし、遠火の強火でじっくり焼き上げたような感じ

だ。「これがアルメニア料理か。」と、勝手に納得する。 

プリモルスキ海洋公園の樹々が穏やかに紅葉。 

左：その名もレストラン・アルメニアの店内。右：お品書きのサラダ部分。１２種類と多いの

はアルメニア料理の特徴と云うより、ブルガリア食堂の一般的傾向。それぞれの重量が

記載されているのも同じく。 

上：アルメニアサラダ。下：マトンのバーベキュー。 
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ベビーカーを押した４人の家族連れが来店する。食事ではなく喫茶らしいが、表のテーブルに

席を占めた。かなり寒いだろうと訝しく思ったら、喫煙者がいる一方、ここは室内禁煙なのだった。

食事中に煙い思いをせずに済んだのは有り難い。 

１時間ほどでミルクコーヒーを最後に食事を終える。勘定はサラダ５.７Lv(３１３円)、バーベ

キュー１７.３Lv(９５０円)、ワイン１６.８Lv(９２３円)、コーヒー１.５Lv(８２円)、ミルク０.３Lv(１６円)。サー

ビス料は勘定に入っていなかったので、釣りの小銭をテーブルに置く。 

店を出てヴァルナ散策を開始した。明日が丸々使えるから急ぐ必要は無いけれど、宿で昼寝を

する気にもならず、これといった当てもなく街の風景を眺めながらの漫ろ歩きだ。 

宿の前に広がるネザヴィシモスト広場には、日曜日のせいか人通りが多く、屋台店や物売り、体

重計を前に置き、通行人に量らせて幾ばくかの料金を受け取る体重計屋などがいた。広場を北西

へ横切ると、オペラ劇場が小振りながらもそれらしく優美な姿で建っている。 

もう少し進むと、E87号線から繋がっている交通量の多い道路にぶつかる。先ほどタクシーで通

過した道だ。正面に聖母被昇天大聖堂が聳えてい

る。ブルガリアではソフィアにあるアレクサンドル・ネ

フスキー教会に次ぐ二番目の規模だそうだ。 

中を見る。入り口に、撮影は有料許可制と表示

されていた。ソフィアの聖ネデリャ教会同様の蝋燭

などを売るブースで料金を支払う。カメラを見せて

撮影したいことを伝え、料金の６Lv(３３０円)を支払う

と、手書きの領収書をくれた。 

天井ドームが高く、全体に荘厳な雰囲気が漂う

ものの、壁画やステンドグラスは上質と思えない。 

ヴァルナに限ったことではなく、ブルガリアの教

会にそれほど素晴らしいものはない。１８７８年にオ

スマントルコ帝国から解放されるまでは、一応キリス

ト教も容認されていたものの、何かと不自由だった

はずだ。そして解放後も、ブルガリアにそれほどの

富が集中するようなことはなく、教会建設に多大な

費用をかけることはできなかったものと理解する。 

体重計屋。１回量っていくら払うのだろう？ 

茹でたスイートコーンを商う屋台。プラス

チックの使い捨てカップによそってくれる。

屋台の前面に調味料や香辛料が並び、客

が好みを云うと振りかけてくれる。 

聖母被昇天大聖堂のイコノスタシスと至聖所上部のドーム。 

野菜市場。朝ならばもっと賑わうのだろう。 
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それでもイコノスタシスに掲げられたイコンは質的に素晴らしいようだ。

日ガイドによればマケドニアの職人が製作したという。ただ個人的にはな

ぜかイコンが好きになれない。そんなことで大聖堂内にいたのは１０分ぐら

いだった。 

ネザヴィシモスト広場の裏手にある青空市場を覗いてみる。午後のせい

か閑散としていた。場外にちょっとしたスタンドを設け、近郊農家が副業をし

ているのかと思われるようなところで、晩酌ツマミ用にクルミを買った。１カッ

プが１Lv(５５円)。この辺りで散策にも飽き、宿へ戻る。 

 

プリモルスキ海洋公園とプリ・モナヒナイト 

１１月７日の朝、目を覚まして窓辺に行くと、眼下のネザヴィシモスト広場には薄く霧が漂い、上

空全面も明るい灰色の雲に覆われていた。 

８時に朝食を摂りに、宿と同経営の１階にあるカフェへ降りた。８人くらいが店のあちらこちらにい

て、雰囲気からすると常連が多いけれど泊まり客はいないようだ。 

カウンターの端に席を占め、ルームキーを見せると、カウンターに置いてあったお品書きを渡さ

れる。モーニングメニューから適当に選べということらしい。し

かし老眼鏡を持参しなかったため、あれこれ品定めは放棄し

てトーストとミルクコーヒーを注文する。 

街へ出たのは９時半近かった。二日間メールをチェックし

ていないので、まずはインターネット・アクセスポイントを探した。

英ガイドに載っているフラッグは地図に示されているとおり、ネ

ザヴィシモスト広場の向かいで見付かったものの、休業したか

廃業でドアを閉ざしている。 

次に目指したインターネット・ドームは、苦労して見つけ出した

けれどPCが日本語を表示できない。一応スタッフに訊いてみた

が、店番のネエチャンはPCに関する知識などまるっきりないよう

で此処も駄目だ。英ガイドに載っているのはこの二ヶ所だけなの

でメールは諦め、明日乗る列車に関する情報収集に駅へ向かう。 

野菜市場の隣でクルミを売っていた。いか

にも自宅付近の林で収穫したものを、手作

業で処理したような感じ。、 

イコノスタシス。 

ネザヴィシモスト広場向かいの建物頂部。 
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ネザヴィシモスト広場から南へ下る緩い

坂道がある。４、５分行くと前方に高さ 

３０メートルほどの時計塔が見えてきた。も

う少し近付いてみると、駅舎の一部だ。 

鉄道と平行する交通量の多い道路を地

下横断歩道で渡り、駅舎に入る。コンコー

スには案内所もあったけれど、ともかくプ

ラットフォームに出てみた。ソフィアから利

用したのとそっくりな、年期が入って薄汚れ

た機関車と、それに連結された５両の客車が停車している。 

最後尾から先頭の機関車まで歩きながら観察する。一等車も一両、そし

てビュッフェと書かれた車輌もあった。しかし一等車はともかく、ビュッフェは

食指が動くようなものではない。 

コンコースに戻り、案内所で明日ヴェリコ・タルノヴォへ移動するに際し、

利用できる列車を訊いた。幸い英語は通じ、こちらが差し出した紙に、利用

可能な全部で３本の列車に関する、発車時刻と到着時刻、さらに乗り換え駅

での接続時刻まで書きだしてくれる。 

午前１１時丁度発の列車ならば、向こうへ着くのが午後２時５１分で、これ

を利用することにした。先ほど観察したのがこの便で、ソフィア行きの列車だ。 

もう少し駅を見て廻る。待合室兼売店の片隅に、インターネットとゲームが

できるらしい機械が一台据えられていた。キオスクで訊いても、英語が通じな

かったので以下は推測をかなり交えたシステムの概要だ。 

キオスクで数種類のプリペイドカードが販売され、それを機械に挿入すれ

ば利用できる。ブルガリア全土のキオスクで、このカードは使用できる。こんな

ことらしい。ちなみに、「全土のキオスク」のはずだが、この手の機械をそれ以

後見かけることはなかった。 

ともかくこの機械で日本語が表示されると期待はしな

かったものの、どんな具合なのか取材することにした。一番

安いカードを２Lv(１１０円)で購入し、機械に挿入する。予

想通り日本語は駄目だが、英文ページならば問題ないの

で、こちらでの情報収集ならば充分利用価値はある。 

駅を出てプリモルスキ海洋公園の方へ向かった。昨日

プリ・モナヒナイトを探して歩いた道

で、交通量が多く快適とはいえない

ものの、歩道は両側にある。全般的

なインフラに関し、水準が高いとはいえないブルガリアだが、こと歩道に関し

ヴァルナ駅に停車中のソフィア行き列車。 

インターネットとゲームマシン。 

インターネットとゲームマシン用カード。原寸大。 

名水の類らしい。ポリタンクに詰めて持ち帰

る人達が相次ぐ。 



－48－ 

ては日本より恵まれているようだ。 

プリモルスキ海洋公園の外れにスポーツクラブらしい建物

があり隣接して屋外プールがあった。この日は曇り空で風が強

かったせいもあり、かなり肌寒く感じていたのだけれど、プール

サイドに立つコーチの指導を受けながら、大勢泳いでいる。 

寒さをものともしない屋外プールの盛況が強く印象づけら

れた。しかしブルガリアでは屋内プールがまだ稀少なのかもし

れない。この国を旅して、「貧しい」とは感じないけれど、確か

に物価などは日本に比べれば三分の一ぐらいだ。結局生活全

般に同じ原理が働き、屋内プールなどはまだ贅沢品なのだろ

うか。 

昨日も一部を通過したプリモルスキ海洋公園に入り、浜辺

の方へ行ってみた。夏期には海水浴客で雑踏するらしいが、

今は人っ子一人おらず、野良犬が三匹無邪気にじゃれ合って

いた。ソフィアやブルガスでも感じたことだけれど、この国には

野良犬が多い。 

ペットとして飼われる犬は少ないようで、街を歩いていて散

歩させている姿を見かけるのは、日本に比べて遙かに少ない。

その一方で野良犬はそこら中にいるし、それを取り締まるべき

という意識もあまりないらしい。そして野良犬に餌を与えること

はごく一般的に行われているようだ。 

砂浜を走り回る彼等を見ていると、その耳にICタグが着けら

れていることに気付いた。飼い犬ではなくなぜ野良犬に？ 

以下はインターネットで調べた結果で、裏付けは取れない

ものの、それらしく納得のいく理由だ。 

ブルガリアでも野犬による狂犬病の伝播など、その弊害はそれなりに問題とされている。しかしその一方でEU

への加盟を強く望み、そうなると野犬狩りを大々的にやり、殺処分などすれば、「動物愛護の精神がなく、加盟国と

して相応しくない。」などの意見が恐い。そこで野犬を捕まえて避妊手術を済ますと、その耳にICタグを付けて処置

済みであることを明示する。 

ともかく、犬好きとしてはこの国で野良犬と人間が上手く共存できているようで頬笑ましく思うの

だが、住んでみればそれほど甘くはないのかもしれない。外務省からの情報としては、「都市部に

おいても野良犬が多く、歩行中に咬まれるなどの被害が多く発生しています。狂犬病の発生も懸

念されますので、万一動物に咬まれた場合には、創部の処置に加えて破傷風や狂犬病の予防接

種を検討して下さい。」などがある。 

それにしても不思議に思うのは、これだけ野良犬が多いのに、街路で見かける糞が、日本より遙

かに少ないことだ。よく見かける清掃作業員が人力で解決しているのだろうか。 

上：野良犬の耳部分を接写。ICタグが付けられている。 

下：同じ犬。 
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視線を犬から沖の方へ転

じると、初めて見るものが洋上

を思いのままに駆け巡ってい

る。遠いので詳細は判らない

ものの、パラグライダーの翼に

似た凧状のものに風を受け、

それを推進力としている。 

しかしなぜそれが可能なの

かは判らないが、前後左右思

うままにカーブを描きながらの

滑走だ。相当の熟達者が操縦

しているのだろう。後刻調べた

ところ、カイトボードというものらしい。 

公園内を海沿いに北東へ辿った。水

族館やカフェなどの建物が連続しているも

のの、どこも休業あるいは一応内部に店員

の姿が見えても、いかにも手持ち無沙汰と

いった感じで表を眺めたりしている。次第

に公園の幅が狭まり、何となく終端らしいと

ころに出る。これ以上行っても、見るに値

するものなどなさそうなので踵を返した。 

同じ公園内だが、先ほど辿った浜辺沿 

 

 

 

 

いではなく、河岸段丘上の道を戻る。樹々が多く、穏や

かな紅葉はヨーロッパ各地に共通するような気がするが、な

ぜそうなるのだろうか。 

公園の真ん中辺で市街外周道路を渡りプリ・モナヒナイト

（При  монахините：修道女達の場所で）へ向かう。昨日は

閉まっていた歩道に面する鉄格子ゲートが左右に開かれ、建

物へ通じる径の落ち葉をウェイトレスが掃除していた。既に営

業しているのか訊くと、幸い英語が通じ、１２時半からとのこと

だ。公園を一回りして仕切り直しする。掃除の終わった小径を

通り店内へ入ると、常連らしいジイサン三人が先客だった。 

カイトボードの滑走。 

プリモルスキ海洋公園の北東端付近。 

プリ・モナヒナイトの門とアプローチ。 
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英文併記お品書きから、グリーンサラダとケバブを選び、ハ

ウスワインの赤も一本注文した。あまり待たされることもなくサラ

ダと、自家製だというパンが運ばれてくる。パンをちぎり、真ん中

に置かれた香辛料を少々振りかけてみる。色もそうだが味や香

りはどことなくカレー粉を彷彿させた。カレー粉そのものかもしれ

ない。 

ワインはラベルに мавруд（マヴルッド）と書かれていた。ワイ

ンセラー名ではなく、ブルガリア独自の葡萄品種で白もあるらし

い。タンニンは弱くごく僅か酸味を強いかと感じたが、私の感じだ

から全然当てにならない。ともかく香辛料付きパンとサラダをツマ

ミに気持ち良く飲んだ。 

１０分ほどしてケバブが供される。名前から焼き肉的なものを

想定して注文したのだが、運ばれてきたものはシチューというか、煮込み料理だ。さっそくスプーン

で一口食べてみた。美味かったしワインにも良く合うので、なんの文句もないけれど、知らない国の

料理名から実物を想像する難しさを実感した。ちなみにブルガリアでも単にケバブといえば焼き肉

系らしい。 

１時間ほど掛けて、パンは半分残ったもののケバブとサラダは完食し、ワインも一壜が空になっ

た。最後はこの日もミルクコーヒー。勘定内訳でパンは無料、サラダ３Lv(１６５円)、ケバブ１２Lv 

(６５９円)、ワイン１７Lv(９３４円)、コーヒー１.５Lv(８２円)、ミルク０.３Lv(１６円)。レシートを見るとコー

ヒーとミルクはは単価１Lvのものをそれぞれ１.５と０.３ずつ供したように印字されている。 

プリ・モナヒナイトを出て、すぐそばにあるローマ浴場遺跡を訪ねた。その広さ７千平方メートル

は、ローマ帝国に建設された浴場として規模的に四番目との

ことだ（日ガイド）。 

地図を参照しながら辿り着いてみると、正面ゲートは閉ざ

され、脇の切符売り場に人の気配はない。近付いてゲートに

ぶら下がった札を読むと、月曜日が定休日と記されている。 

見たい気持ちの薄かった浴場遺跡なので、落胆もしな

かったが、遺跡の周囲に設置された鉄格子柵の間から内部

を覗くことができる。遺跡はどうでも良かったが、犬好きとして

柵内にいる四頭に惹かれた。一頭がゲートまで寄ってくる。こ

の犬を撮影していると、ドッグフードを持ったオバサンが現れ

た。合い鍵で中に入り、犬に餌を与えてからこちらを振り返る

と、遺跡を見るのなら入ることができると云った。 

せっかくの申し出だし頷くと、彼女は切符売り場に入り、

プリ・モナヒナイトの店内。 

自家製パン。真ん中に香辛料の小皿。      グリーンサラダ。 

ケバブ。 

ローマ浴場遺跡。 
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窓口から４Lv(２２０円)の入場券を差し出した。 

遺跡として残っているのは、かつ

ての浴場からすると半分以下と思わ

れる。大浴場として温冷水の供給システムやセントラルヒーティングが備えら

れていたというから、それなりに説明や部分的復元などあれば面白いのかも

しれない。しかし今のところ説明板１枚もなく、順路さえ示されていない。差

し詰め廃墟がそのまま観客の前に投げ出されているような状態だ。 

１０分ぐらいで場内をほぼ一周し、オバサンに礼を云って遺跡を後にした。 

浴場遺跡から当てもなく数分歩いて、前方に素朴だけれど品の良い鐘

楼が見えた。近付くとそんな鐘楼とお似合いの教会がある。英ガイドの地図

を参照すると、聖アナスタシオス教会だ。１６０２年の創建と記されていた。 

雰囲気に惹かれて内部が見たくなった。建物の規模は、幅が１５メートル、

奥行きが３０メートル程度だろうか。信仰の場として信徒からの支持が篤いよ

うで、訪れる人が引きも切らずだ。その数たるや規模として遙かに勝る聖母

被昇天大聖堂と比べても遜色ないように感じられる。旅人の一瞥だけだから

当てにはならないが。 

この教会では撮影が可能だった。それ

も（記憶は曖昧だが）領収書や金額のメモ

もないことからすると、無料だったらしい。

ちなみにブルガリア人は領収書が好きな

のか、ほとんど全ての支払いに対して発行

される。 

ブルガリアで訪れた五つ目の教会だが、

これまでと違って違和感なしで場の雰囲

気に馴染むことができた。キリスト教徒で

聖アナスタシオス教会。 

イコノスタシス。 

ローマ浴場遺跡。 

イコンの画像は概ね好みに合わないが、こ

のマリア像はいいと思う。キリストの顔は、

ガラスの反射で無残だが。 
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はなく、ましてや正教には全く縁がないから、祈りを

捧げるような気持ちにはならないけれど、「この場

所を大切にする人々の意識」には、幾分共感でき

るのだろう。 

いつもより若干長く堂宇内にとどまったものの、

それでも１０分強が限界で、聖アナスタシオス教会

を出る。 

ぶらぶら歩いても１０分ほどで宿へ戻り着いた。

部屋に入ってみると、ベッドの上におかしなものが

置いてある。バスタオルを折りたたんで作った犬だ。

目玉を表現するのに、サングラスを掛けさせている。

これは私のもので、出かけるとき曇りだったか

らケースに入れてサイドテーブルの上に置い

といたものだが、それを持ち出して犬を完成

させている。 

カメラアングルを替えながら、この犬を１０枚撮影し、これで満足して犬をばらしてしまった。

後で、「折り方の手順を、ばらしながら撮影して置けば良かった。」と思ったが、後悔先に立た

ずだ。 

 

 

６．ヴェリコ・タルノヴォ(Велико Търново) 
ヴェリコ・タルノヴォ行き列車 

１１月８日も、曇り空の朝を迎えた。昨日同様、一階のカフェで朝食を済ませ、９時半にチェック

アウトする。二泊で１２０Lv(６,５９０円)を、クレジットカードで支払った。 

今回の旅で、移動経路に関する大雑把な構想は、まず東端まで一気に行き、それから興味を

惹かれたところを訪ねながら、徐々に西へ戻ろうというものだ。ほぼ東端の三箇所、ブルガス、ネセ

バル、ヴァルナが終わり、若干西へ戻ったヴェリコ・タルノヴォが今日の目的地となっている。 

この街への移動手段としては鉄道以外に、英ガイドによれば長距離バスも利用可能だ。所要時

間はどちらも４時間程度。 

徒歩１０分足らずで駅に着き、Veliko Târnovo と記しておいたメモを見せて切符を買う。料金差

は大してないはずなので、一等車にしてみた。料金は１６Lv(８７９円)、渡された切符は３枚だ。PC

から印刷された三枚続きは、それぞれの意味を推測すれば、一枚目が目的地まで３６３キロの乗車

券で１２.５Lv(６８６円)、二枚目が一等券で

３Lv(１６５円)、三枚目が座席指定券らしく

手 書 き で Ａ ８ ６ と の 記 載 が あ り ０ . ５ Lv 

(２７円)。 

バスタオルで折った犬。 

部屋に備え付けのパー

コレーター。コーヒー粉

はどうするのだろうか？ 

比較的短距離を走る通勤列車的車両らしい。 


